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集団と予兆
̶社会的学習と情報環境̶

2026年12⽉11⽇（⾦）15:00–17:40
名古屋⼤学 東⼭キャンパス（TOIC NAGOYA） ／ 参加無料・事前申込制

予兆学は，意識の外にある「弱い信号」を技術・社会・⼼理の微細な変化として読み取り，過去の延⻑線上にない未来を捉え
る枠組みを考えてきました．その射程は危険の察知にとどまらず，可能性を拡げる変化を能動的に⼿繰り寄せ，育てる側⾯にま
で広がっています．しかし，兆しは誰か⼀⼈が感じて終わるものではありません．弱いシグナルが予兆としての役割を果たすに
は，それが集団の中に浸透していく必要があります．価値観や⽬的が⼈によって異なり，何が望ましいかの合意がそもそも成り
⽴たない社会において，それはいかにして可能なのでしょうか．

本シンポジウムでは，集団学習・⽂化進化の理論と実験から，多様な他者のあいだで学習がどう成⽴するかを扱う豊川航先⽣
と，政治コミュニケーションの実証から，分断が進む情報環境のもとで社会の変調に世論がどう反応するかを扱う⼩林哲郎先⽣
をお招きします．それぞれのご研究をご紹介いただいたうえで，予兆の観点から，集団の中で可能性が拡がる条件を考えたいと
思います．

豊川 航
理化学研究所・脳神経科学研究センター

⼩林 哲郎
早稲⽥⼤学政治経済学術院

お問い合わせ︓⼤学院情報学研究科 鈴⽊麗璽（reiji@nagoya-u.jp）
主催 名古屋⼤学⼤学院情報学研究科

後援 名古屋⼤学未来社会創造機構オープンイノベーション推進室 / 株式会社TOKAI INNOVATION INSTITUTE

集合知と集合愚を予測する独⽴性と
相互依存性のバランス

⽇本の⺠主主義のストレステスト
︓後退の予兆はあるのか︖

講師

プログラム

15:00 開会・趣旨説明
15:10 講演1 豊川 航
15:50 質疑応答
16:00 講演2 ⼩林 哲郎
16:40 質疑応答
16:50 休憩
17:00 総合討論
17:40 閉会

参加申込（フォームから登録ください）

https://forms.gle/a4MEk8J7w4y7CqNB6

⼆次元コードからも
お申し込みいただけます

（終了後研究情報交換会を予定しております）



予兆学シンポジウム 2026

集団と予兆 ̶社会的学習と情報環境̶
2026年12⽉11⽇（⾦）15:00–17:40 ／ 名古屋⼤学 東⼭キャンパス（TOIC NAGOYA）

講 演 概 要

講演 1

豊川 航 理化学研究所・脳神経科学研究センター

「集合知と集合愚を予測する独⽴性と相互依存性のバランス」

不確実な環境下で繰り返し意思決定をしなければなら
ない動物は、情報の探索（exploration）と知識利⽤
（exploitation）とをバランスさせる課題に直⾯している。
集団意思決定状況では、個⼈の探索-知識利⽤バランスだ
けでなく、社会的影響からの独⽴性（independence）と
社会的学習（interdependence）とのバランスもパ
フォーマンスの重⼤な規定要因である。ヒトは、その2つ
の種類のバランスをどのように調整するのだろうか。ま
たその結果は、ヒトの集団⾏動パターンをどのように規
定するのだろうか。多本腕バンディット問題は、探索と
知識利⽤とのトレードオフを捉える単純な模型の⼀つで、
機械学習や認知科学、経済学などの領域で広く⽤いられ
てきた。これをマルチエージェントのシステム、すなわ
ち社会的学習が可能な状況へと拡張することで、

集団意思決定の研究へつなげることができる。

この発表では、この⽂脈で演者らが過去に⾏なった集
合知の研究を概観した上で、最近の研究および現在進⾏
中の研究について紹介する。１つ⽬の話題は、ヒトの集
団およびLLMエージェント集団を対象とした⾏動実験によ
り、集団の多数派へ同調する程度がどのように集合知を
⽣み出すか調べたもの。２つ⽬の話題は、集団メンバー
の社会的ネットワーク構造を陽に取り⼊れた場合につい
ての結果について報告する。いずれも、多本腕バン
ディット問題へ関⼼を絞ることで、計算論的モデルのシ
ミュレーションや実験データの定量的分析が容易になる。
この⽅法論的強みと、その限界について、集団⾏動学・
⽂化進化研究の広い⽂脈に照らして議論できれば幸いで
ある。

講演 2

⼩林 哲郎 早稲⽥⼤学政治経済学術院

「⽇本の⺠主主義のストレステスト︓後退の予兆はあるのか︖」

⺠主主義の第三の波は2006年頃にピークを迎え、それ
以降、世界各地で「⺠主主義の後退」が観察されている。
本発表では、発表者が過去3年余りにわたって取り組んで
きた、⽇本の⺠主主義の頑健性に関する⼀連の世論研究
を紹介し、その頑健性と脆弱性について多⾓的に検討す
る。前半では、⺠主主義に対する「外側からの脅威」と
して、権威主義国によるシャープパワーの⾏使に着⽬し、
それに対する⽇本の世論の反応を分析する。後半では、

⺠主主義に対する「内側からの脅威」に焦点を移し、⺠
主的規範からの逸脱に対して有権者がどの程度の政治的
ペナルティを科すのかを検証することで、⽇本の⺠主主
義が⾃⼰維持的なシステムとして機能しているのかを考
察する。さらに、各国における⺠主主義の後退と密接に
関連する反エスタブリッシュメント志向が、従来のイデ
オロギー的対⽴とは独⽴した次元で⽇本の政治的⻲裂を
形成しつつあることを⽰し、⽇本の⺠主主義の今後の展
望について議論する。

参加申込（フォームから登録ください）

https://forms.gle/a4MEk8J7w4y7CqNB6

お問い合わせ︓⼤学院情報学研究科 鈴⽊麗璽（reiji@nagoya-u.jp）

https://sites.google.com/view/nu-yochou/研究会Webページ

https://sites.google.com/view/nu-yochou/
https://sites.google.com/view/nu-yochou/
https://sites.google.com/view/nu-yochou/

